
千葉県認定病理検査技師推進協議会

プレアナリシスに関するアンケート集計結果

2018年7月アンケート実施

回答施設数 31施設

平成30年8月4日（土）
第2回病理・細胞診検査研究班合同研修会

「千葉県内病理標本の標準化を目指して」

～各施設の現状把握（プレアナリシス編）～



コンパニオン診断の実施状況について



連携施設にて実施

自施設および一部外注

外注

自施設



自施設

外注



外注

自施設



外注

自施設



自施設

外注



自施設

外注



自施設

外注



自施設

外注



自施設
外注



自施設
外注



自施設

外注



自施設

外注



外注

自施設



作成している

作成していない

作成中

その他



固定前プロセスについて



されている

されないことが
時々ある

不明



把握している限りでは行っている

していない

している



【その他の回答】

・臨床医による対応なので把握できない

・まちまち

・胃や大腸などのリンパ節処理臓器以外は
提出後30分以内に固定

・基本的には1時間以内だが、外科検体はそれ以上となる

・マンパワー不足の為、3時間以内ではないものもある

2～3時間

1時間以内

3時間以上



病理に届くまでは手術室

臨床医

病理技師



マニュアルにはなっていないが、4℃で保管
作成していない

作成している

作成中



固定プロセスについて



生検：15%中性緩衝ホルマリン
手術材料：20%中性緩衝ホルマリン

10%中性緩衝
ホルマリン

20%中性緩衝
ホルマリン

10%非緩衝
ホルマリン

15%中性緩衝
ホルマリン



【その他の回答】

・20ℓ以上のものは自家調整、その他は既製品

・生検材料：既製品、手術材料：自家調整

既製品
自家調整



翌日が休日でない限り、18～24時間

6～24時間

3～6時間

24～48時間



24～48時間

6～24時間





再利用はしない（1度使用したものは廃棄する）

再利用する（複数回）

回数等は決めずに汚れるまで再利用する

手術材料用として大型の容器などに移して再利用する

再利用はしない
（1度使用したものは廃棄）



患者毎に個別の容器で固定

（タッパー・チャック付き保存袋・バケツなど）

ホルマリン槽やバケツ
で複数の患者の検体を

同時に固定

ホルマリンの
再利用はしない 14施設 3施設

ホルマリンを
再利用する 11施設 9施設

２７．手術材料の固定容器とホルマリンの再利用についてお答えください
【複数回答可】 31件の回答



未回答

肺－気管支からホルマリンを注入する

食道・胃・腸管－切り開いてゴム版等に張り付ける

肝臓・脾臓－割を入れる

胆嚢－切り開いてゴム版等に張り付ける

胆管・主膵管－切り開く

胆管・主膵管－胆管・主膵管にホルマリンを注入

膵実質－注射器を用いてホルマリンを注入する

乳腺－割を入れる

乳腺－注射器を用いてホルマリンを注入する

子宮・膀胱－前壁で開く

腎臓－長軸方向に外側から腎門部に縦割する

前立腺－注射器を用いてホルマリンを注入する

リンパ節－割を入れる

ゴム版と臓器の間にキムタオルやクッキングペーパー等を敷く

臓器を張り付けた際に臓器とゴム版の間に隙間を開ける

臨床医による対応なのでわかる範囲で回答しました

前立腺はユフィックスを使用



検体処理専用の部屋

病理検査室

臨床側
（手術室や病棟など）



追加固定について





（ユフィックス使用施設の回答）

自施設で使用しているホルマリン

※ ティシューテック・ユフィックス〔 ｻｸﾗﾌｧｲﾝﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ(株) 〕
→ホルマリンとメタノールを基材とした迅速固定液、ホルマリンは約50％濃度、pH中性



固定の状況・業務の
進行状況により加温

スターラーで撹拌しながら



ない



 10%中性緩衝ホルマリンにて固定し、翌日に検体処理を行う

 固定時間が72時間を超えないように切り出しを行っている

〈週末の対応について〉

 固定が週末にかかる場合は、コンパニオン診断用に組織を一部採取して自動包埋処理を行う

 土曜日も通常勤務の為、生検・手術材料の切り出しを行っている

 土曜に切り出しを行い、自動包埋装置内で再固定と脱脂を行う

 連休はVIPの薬液タンク第1槽をホルマリン、第2槽を水、3槽目からアルコールとして

ホルマリンが48時間を超えないようにプログラムを組み替える

８３．コンパニオン診断を行う検体において特別な固定操作を行っている場合はその内容を
お書きください。また、週末や連休における特別な対応を行っている場合もお書きください。



脱脂について



行う



３５．予備脱脂に用いる有機溶剤【複数回答可】31件の回答

メタノール 5施設

エタノール 8施設

アセトン 2施設

キシレン 4施設

クロロホルム 3施設

キシレン＋エタノール 12施設

クロロホルム＋アルコール 7施設



特にない

ある



処理時間の延長（キシレン槽、パラフィン槽、休日用プログラムの使用） 4施設

エタノール、キシレンの等量混合液槽の配置 6施設

ロータリー式自動包埋装置を用いている １施設



脱灰について



※ K-CX〔 株式会社ファルマ 〕、カルキトックス™〔 富士フィルム和光純薬(株) 〕
→塩酸とキレート剤を主成分とした脱灰液





ギ酸
HE染色への影響（核の染色性の低下・エオジン過染）が少ない

脱灰力

EDTA
組織のダメージが少なく、HE染色および免疫染色への影響が少ない

核酸検査に対する影響が少ない

K-CX

組織のダメージが少なく、HE染色への影響が少ない

脱灰力に優れ、短時間で脱灰ができる

調整の必要がない

プランク・リクロ
脱灰力

薄切時の表面脱灰に使用

カルキトックス 脱灰力と染色性の保持



自動包埋装置（プロセッシング）について



ホルマリン

純アルコール



行っている

行っていない



４３．使用（所有）している自動包埋装置の「メーカー」と「機種」をお書きください
【1台目～3台目】

所有台数 施設数

1台所有 9施設

2台所有 18施設

3台所有 4施設

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

不明

サクラファインテック 機種不明

サクラファインテックETP

サクラファインテックVIP

サクラファインテックVIP5

サクラファインテックVIP5Jr

サクラファインテックVIP6

サクラファインテックVIP6 AI

Leica 機種不明

Leica ASP

Leica ASP200ｓ

Leica ASP6025

Leica PELORISⅡ

サーモフィッシャー エクセルシア

サーモフィッシャー エクセルシアE

サーモフィッシャー エクセルシアES

サーモフィッシャー エクセルシアAS

サーモフィシャー STP420



 生検、手術材料、脱脂材料、剖検例など、処理材料ごとに分けて運用〔13施設〕

 急ぎの検体を処理する場合などに併用〔2施設〕

 メインで使用する機器の試薬交換日に代替え機として使用 〔2施設〕

 メインの機器が壊れた時のバックアップ用として配置

 1日ごとに交互に使用

 週ごとに交互に使用

 通常用と緊急用



武藤化学病理染色用溶剤エタノール100NP

エタノール

変性アルコール



代替キシレン（ファルマ ファストソルブ）

キシレン

※ ファストソルブ〔 株式会社ファルマ 〕
→飽和脂肪族炭化水素を主成分とした速乾性の溶剤、包埋/染色/封入のすべての工程で使用可能



メーカー・製品 融点 施設数

サクラ ティシューテック パラフィンワックスⅡ60 57～60℃ 4施設

武藤化学 パラベット 56～58℃ 3施設

武藤化学 パラベット60

58～60℃ 12施設武藤化学 パラペット60GR

武藤化学 パラベット60ナチュラル

純正化学 パラフィン 56～58℃ 1施設

ライカ パラプラストハイメルト 60℃ 5施設

メルク ヒストセック 56～58℃ 2施設

富士フィルム和光純薬 ヒストプレップ568 56～58℃ 2施設

【 混合している施設‐3施設 】

和光パラフィン（融点58〜60℃）：Tissue Prep 580（融点58℃）=  1：1

武藤化学パラベット60（融点58～60℃）：武藤化学パラベット60ナチュラル（融点58～60℃）＝ 1：2

サクラティシュー・テック パラフィンワックスⅡ60（融点：57～60℃）：Leica Paraplast High Melt 60℃ ＝ 9：1



交換頻度 脱水剤 中間剤 パラフィン

毎日 2施設 2施設 2施設

2回使用後 1施設 1施設 1施設

3回使用後 3施設 3施設 1施設

5回使用後 5施設 5施設 6施設

6回使用後 1施設 － －

8回使用後 － － 1施設

10回使用後 2施設 3施設 1施設

20回使用後 － － 1施設

週1回 7施設 8施設 7施設

週2回 4施設 3施設 4施設

2週に1回 1施設 1施設 3施設

3週に1回 － － 1施設

1ヶ月に1回 1施設 1施設 －

数か月に1回 － － 1施設

カセット処理数50個 1施設 － －

カセット処理数130個 － 1施設 －

カセット処理数200個 1施設 1施設 －

カセット処理数300個 － － 1施設

カセット処理数1400個 1施設 1施設 1施設

５１．自動包埋装置の薬液の交換頻度についてお書きください（脱水剤・中間剤・ﾊﾟﾗﾌｨﾝについて）
31件の回答

【その他‐1施設】
脱水剤：規定濃度から30％低下または処理カセット数2999個
中間剤：規定濃度から25％低下または処理カセット数2800個
パラフィン：規定濃度から15％低下または処理カセット数4500個

※濃度および処理カセット数を機械が計算し、
上記条件を超えた段階で交換指示が出る



薄切について



2台

3台以上

1台



所有台数 稼働状況

1台 午前中に稼働

1台 午前中に稼働

1台 午前中に稼働

1台 午前中に稼動、午後は検体の状況により稼働する場合がある

1台 30～50ブロック/日

1台 30～150ブロック/日

2台 1台が午前中に稼働

2台 1台が午前中に稼働

2台 1台のみ使用

2台 1台のみの使用が大半

2台 1台をメインで使用、もう1台は予備で使用

2台 午後14時位まで稼働、追加で夕方も使用

2台 平均50ブロック/日

2台 平均130ブロック/日

2台 1台は3時間稼働、もう1台は特染用として1時間くらい稼働

2台 午前中1時間～3時間程度と午後に免染の薄切に1時間程

所有台数 稼働状況

2台 2台稼働

2台 フル稼働

2台 稼働状況不明

3台以上 ほぼ1台で運用

3台以上 基本1台のみの使用

3台以上 主に1台が朝から夕方までフル稼働

3台以上 午前中に稼働、概ね1台だが、日によって2台使用

3台以上 1台はルーチンワーク、1台は免疫、特染、残りは予備

3台以上 通常2台が稼働（各150ブロック/日）

3台以上 基本2台が稼働、ブロック数が多い場合には3台で稼働

3台以上 3台稼働

3台以上 毎日3台稼働

3台以上 フル稼働

3台以上 稼働状況不明

3台以上 稼働状況不明





未回答

検体毎にミクロトーム・替刃フォルダーの清掃

検体毎に刃を交換する

グローブを着用する

MilliQ水（超純水）に切片を浮かべる

ダブルチェックによる材料の確認

多くはブロックごと提出している

がんゲノム検査対象の場合には上記選択肢内容を規定



4㎛

2㎛

3㎛



4㎛

2㎛

3㎛



4㎛

2㎛

3㎛

5㎛



4㎛
5㎛

3㎛



4㎛

5㎛

3㎛

2㎛



4㎛

2㎛
3㎛

5㎛



4㎛

2㎛

3㎛

5㎛



温度 時間

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ 不明

45℃ 30分

46℃ 15分

50℃ 1時間

51℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60～120分

65℃ 40分

65℃ 40分

66℃ 60～120分

68℃ 30分

60～70℃ 60分

95℃ 60分

100℃ 10～20分

マイクロウエーブ 不明

外注

未回答

未回答

未回答

未回答



温度 時間

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ 不明

45℃ 30分

46℃ 15分

50℃ 60分

51℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60～120分

65℃ 40分

65℃ 40分

66℃ 60～120分

68℃ 30分

60～70℃ 60分

95℃ 60分

97℃ 20分

98℃ 40分

100℃ 20分

外注

未回答

未回答

未回答



温度 時間

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ 不明

45℃ 30分

46℃ 15分

50℃ 60分

51℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60～120分

65℃ 40分

65℃ 40分

66℃ 60～120分

68℃ 30分

60～70℃ 60分

95℃ 60分

97℃ 40分

100℃ 20分

外注

未回答

未回答

未回答

未回答



温度 時間

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ 不明

45℃ 30分

46℃ 15分

60℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60～120分

65℃ 40分

68℃ 30分

60～70℃ 60分

外注

外注

外注

外注

外注

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答



温度 時間

37℃ 3～4時間

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ 不明

45℃ 30分

50℃ 60分

51℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60～120分

65℃ 40分

68℃ 30分

60～70℃ 60分

95℃ 60分

外注

外注

外注

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答



温度 時間

37℃ 3～4時間

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ 不明

45℃ 30分

51℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60～120分

65℃ 40分

68℃ 30分

60～70℃ 60分

98℃ 40分

外注

外注

外注

外注

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答



温度 時間

37℃ 3～4時間

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ Over night

37℃ 不明

40℃ Over night

45℃ 30分

51℃ 30分

60℃ 30分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60分

60℃ 60～120分

65℃ 40分

65℃ 40分

68℃ 30分

60～70℃ 60分

外注

外注

外注

外注

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答

未回答







未回答

室温でそのまま切り置き

パラフィンやフィルムでカバー、室温で切り置き

冷蔵庫でそのまま切り置き

パラフィンやフィルムでカバー、冷蔵庫で切り置き

冷凍庫またはディープフリーザーでそのまま切り置き

パラフィンやフィルムでカバー、冷凍庫やディープフリーザーで切り置き

切り置きはぜず、検体薄切時に同時に薄切

多くの場合でコントロール切片を用いていない

自施設で行っていないためコントロール切片はない

EBER ISH用のみ冷蔵庫保存（4℃）としている





外注先には当日渡すので、保管しない

室温



病理診断
結果報告後

薄切当日

ｶﾊﾞｰﾘﾝｸﾞは
していない





細胞診セルブロックについて





ディスポピペット法

ユーケンサイエンス アレイジェル

フィブリン析出

薬包紙で検体を包み、カセットに入れる

ユーケンサイエンス アレイジェル



10%中性緩衝
ホルマリン

15%中性緩衝
ホルマリン

20%中性緩衝
ホルマリン



ない



原則24時間以内。翌日が休日の場合を除く
24時間以内

48時間以内



ある


